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器 (MX-201、 Thinky) によって30秒間練和して用いたo 次に、ガラス板上の金属製リング (φ30.3x 10.5mm) 内
に一定量( 2 、 5 、 8 、 11 g) の練和印象材を填入し、填入後直ちにリングを除去し印象材上にガラス板を介して 1 kg 
f の荷重を30秒間負荷後、荷重を外し印象材の直径を計測したo 各条件で 5 個の試料を計測した。水温23 :t 1 oc、室















印象採得速度は10、 20、 30、 50、 100、 200mm/分とした。 (2)印象開始時聞を70秒一定とし、印象採得速度は10、 30、















原型は、粘膜部位の硬さの異なる 2 種類の上顎無歯顎ウレタン模型を製作した。模型材は、 2 種類の硬質石こう
(硬化膨張率: 0.06% と 0.50%、 W /P =0.23、ジプストーン、サンエス)を利用したo 個人トレ一、アルジネート
印象材は、実験 2 と同一の物を使用したo








分、印象開始時間を70秒一定とし、模型材の硬化膨張率を0.06、 0.50% とした o (2)印象終了時間を160秒一定とし、
印象採得速度は10、 100、 200mm/分としたo (3)印象開始時聞を70秒一定とし、印象採得速度は10、 100、 200mm/分と
した。 (4)印象採得速度を100mm/分一定とし、印象開始時間は70、 130、 160秒とした。
3 -2. 結果および考察
模型材の硬化膨張率を変えた実験では、幅方向 (X 、 Y方向)の寸法変化率は模型材の硬化膨張率とほぼ同じ値を





































以上により、本研究は総義歯作製のための適切な印象採得条件を in vitro の実験より解明したもので、博士(歯
学)の学位請求に値するものと認める o
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